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Ⅰ．問題と目的
日本における外国人留学生（以下、留学生）の
数は、2016年５月１日時点で23万9,287名であり、
国策として2020年を目処に留学生数30万人を目指
していることを踏まえると、今後も増加すること
が見込まれる（独立行政法人日本学生支援機構，
2018）。このように、日本には相当数の留学生が
既に一定期間滞在し、それぞれの目標を持って異
文化の中で生活しているが、その際、多くの重圧
がかかり、時として様々な困難を抱えることにな
る。
例えば、心理面では、親からの自立等の思春
期・青年期に多く出現する発達的課題が露わに
なったり、異文化での生活によるストレスが影響
して様々な精神疾患を患うことがある（阪上，
2017）。そのため、異文化で生活をし、ストレス
が多くかかることへの予防的措置としては、留学
生側がメンタルヘルスに関する知識を持つことや
（大橋，2008）、日本社会・文化において有効な
ソーシャル・スキルを身に付ける（田中・藤原，
1992）などのアプローチがある。これらは、留学
生側が異文化の中で生きる上での耐性や対応力を
付けることを主眼としている。また、留学生は母
国の家族関係や家庭環境の中で成長し、人格を形
成し、異国の日本で生活をしているが、家族関係
や成育歴が関係して留学中に様々な問題が生じる
ような場合は、留学生とカウンセラーの二者関係
の中で丁寧にカウンセリングを行うアプローチも
ある（佐々木，2017）。
さらに、留学生は母語ではない外国語を用い
て、異なるシステム・価値観の中で学生生活や社
会生活を送るため、心理面のみならず、かなり広
範な範囲でのサポートが必要となる。これらに対
しては、これまで多方面からアプローチがなされ
てきた。例えば、カウンセリングを必要とする留
学生に対し、個別のカウンセリングを行いつつ
も、留学生の現実生活や困りごとに即してカウン
セラーが環境調整を積極的に行うものや、留学生
が援助を求めやすいよう工夫し、大学の内外の関
係機関と連携を取りつつ広範かつ多層的なネット
ワークの構築を試みるものである（大西，2016）。
これ以外にも、留学生への支援のみならず、留学
生が周りの日本の人々と関係を作ることでストレ
スを軽減し、日本での生活をしやすくするように
日本人を巻き込んでソーシャル・サポート・ネッ
トワークを構築する必要性を指摘するものがある
（田中，1998）。
さて、これらの実践・研究は、異文化状況下に
おいて様々な困難に直面している留学生の現実を
受けてなされており、留学生が主な対象といえ
る。しかし、その一方で、受け入れ側である日本
の教育機関も、実際の留学生との関わりが増え、
組織・制度面での対応に迫られており、現実に
様々な困難に直面していることが想定される。こ
の点は、大学の受け入れ体制や、受け入れる留学
生の出身国や留学形態により、生じる問題が変わ
るため、各大学の個別性によるところが大きい。
（大西，2007）。しかし、異文化接触は留学生だけ
ではなく、日本に在住し、異文化接触が普段そこ
までない日本人側にも生じていることを考える
と、受け入れ側への様々なサポートを充実させ、
それらを留学生との関わりに生かすことは、ます
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ます求められることであるといえる。これらは留
学生への直接的な援助ではないが、留学生にとっ
ても多くの面で有益であり、留学生と受け入れ側
のお互いがより成長できる互恵的な機会と捉える
ことができる。
筆者は、学生相談室で、大学と提携した日本の
家庭に１年間ホームステイをする留学生のカウン
セリングを担当することがある。この時、受け入
れ側であるホストファミリーへのメンタル面のサ
ポートをし、留学生の心理状態や、実際の関わり
における留意点を説明するなど、心理教育的なア
プローチをする必要性を感じることが多い。しか
し、これまで留学生を受け入れているホストファ
ミリーへの心理面のサポートや心理教育について
はあまり論じられていない。
そこで本論では、留学生支援における受け入れ
側のサポートを考える上で、留学生の生活に最も
身近な立場にいるホストファミリーを取り上げ、
どのようなことが求められているかを論じること
を目的とする。まず、ホームステイの歴史・特徴
を述べ、次にホストファミリーが留学生と関わる
上で必要な体制作りを述べる。その後、臨床心理
学の観点から、ホストファミリーが留学生と関わ
る上で有用と考えられる諸点に触れた後、ホスト
ファミリーの文化面へのサポートについて述べ
る。最後に、今後、日本のホストファミリーや、
関係する大学教職員が留学生を受け入れるにあた
り、より主体的に関われる可能性を考察する。な
お、本論では日本の大学に、学位取得ではなく日
本語の語学コースや講義を約１年に渡り受講する
ことを目的とし、日本家庭にホームステイをする
留学生を想定する。
Ⅱ．ホームステイの歴史と特徴
ホームステイは、ホストファミリーが自分の家
に異なる文化から来た留学生を長期に渡って滞在
させることであるが、現在、その期間や形態は
様々であり、多様化している。ホームステイの歴
史を見ると、米国の Donald B.Watt 博士が1932
年に提案した The Experiment in International 
Living註１）がその起源とされている。Watt は1893
年に米国の裕福な家庭に生まれ、幼少の頃に父親
の仕事の都合で欧州各国を周り、そこで現地の多
様な文化に触れる環境で育った。その後、大学在
学中に第一次世界大戦が勃発し、現在のイラクに
て英国とインドの部隊に YMCA のボランティア
として参加し、そこで、当時英国領であったイン
ド人への人種差別や、自らが白人ではあるものの
英国人ではなく米国人であるが故に、所属する組
織内での独特の立ち位置や階級差別を体験するこ
ととなった（Watt, 1967）。Watt のこのような体
験は、異なる文化の者の相互理解がいかにして可
能かについて模索する上で影響を与えたと考えら
れ、その後、大学にて心理学を専攻したことから
も人間の心理に強い関心を持ち続けていたことが
分かる。
また、当時は、国家間の相互理解は、国際関係
を学術的に研究することにより成し遂げられると
する風潮が強かったが、氏はそのようなアカデ
ミックなレベルだけでは相互理解をするには不十
分であり、国が異なっても共同の課題に向けて互
いに協力して達成する雰囲気を醸成する方が有益
であると主張していた（Schwartz, 2006）。その
後、表面的な国際的理解ではなく、より深い相互
理解が可能となるプロジェクトを作るべく試行錯
誤を繰り返し、1930年に米国の学生を欧州３ヵ国
に連れて行き、ドイツ・フランスの学生とキャン
プ形式で交流する活動をし、翌年には複数の国に
分散するよりも、１国の家庭に滞在する方がより
有効と感じ、現在のホームステイの原型が誕生す
ることとなる。1932年にホームステイを中心的活動
とする The Experiment in International Living
の組織を設立し、これらは現在でも世界各国で継
続的に活動を続けている。
このようにホームステイの特徴として、ある一
つの国の家庭・共同体で育った個人が、異なる国
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の家庭や共同体に長期間入り、家族の一員とし
て、衣・食・住を共にすることで、滞在国の家庭
の生の生活に触れることがある。また、家庭で
は、子どもは母親や父親との関わりの中で物事の
善い・悪いなどの文化的な価値観を様々な形を通
して伝えられ、人格の基礎を形成していく面があ
る。そのため、ホームステイをすることで、個人
を育む土台となるこれらの家庭文化に触れ、場合
によってはそれらを吸収することになる。つまり、
Watt が目指したように現地の人と生活を共にす
ることにより、家庭や国における文化的な価値観
を間近で体験するため、人間や文化に対する知的
な理解だけではなく、より生活体験に根ざした深
い理解が可能となる。これは、個人で留学して一
人でアパートに住むよりも、より深い次元で異文
化接触・異文化体験が生まれているといえる。
Ⅲ．ホストファミリーの心理面へのサポート
ホストファミリーの家庭は留学生に日本の文化
を体験してもらう場所であるが、それ以外にも留
学生が異国の地で生活するにあたり、身体的にも
精神的にも安心できる居場所・安全基地となると
いう重要な役割も担っている。異文化環境下にお
いては留学生に様々な重圧やストレスがかかるた
め、現地での生活の母体であるホストファミリー
が安定し、留学生と安定した関係を作ることに
よって初めて、留学生も自分の学業・生活・人間
関係を作ることに専念することができる。この意
味で、留学生活の土台であるホストファミリーに
対する多面的なサポートをすることは重要であ
り、次にこのことを述べる。
１．受け入れ前の体制づくり
留学生の受け入れを開始する前に、ホストファ
ミリーと学内の機関がお互いに連携できる体制や
ネットワークを整備する必要がある。ホストファ
ミリーは、留学生の生活の身近な所にいるため、
早期に留学生の異変に気づき、本人と周囲の関係
者をつなぐ位置におり、予防的な観点から見ても
重要なファクターである。しかし、留学生の生
活・心理面で気がかりなことがあった場合、それ
がどのような質の問題なのか分からず、ホスト
ファミリーが一人で抱えて孤立してしまい、介入
が遅れ、留学生の状態が悪化・重症化することが
起こりうる。ホストファミリーの中には、心理的
な要因が関与する困難な事態が生じても相談でき
る心理を専門とする機関が学内にあることを知ら
ない場合が意外と多い。そのため、ホストファミ
リーと大学内の国際交流センターや学生相談室の
スタッフが顔合わせをし、各機関の役割や全体の
中でのホストファミリーの位置づけを明確にし、
それぞれの役割を説明しあうことが必要である。
また、関係を作る上で、一時的な顔合わせではな
く、ホストファミリーに何か気がかりなことがあ
る場合や、何か短期間では解決が困難な複雑な案
件があれば、関係スタッフや学生相談室等の相談
機関で気軽に相談できることを常に発信していく
必要もあろう。コミュニティ心理学においては、
何らかの危機が生じ、その危機に介入する際は、
危機的状態にいる本人のみならず、関係者や関係
機関が相互に連携し、ネットワークを形成するこ
とにより迅速な援助を行うことで、本人の病状の
重症化を防ぐことを重視している（山本，2000）。
このように学内の体制をホストファミリーに理解
してもらい、その体制に参加してもらい、ホスト
ファミリーのための守りを厚くすることで、ホス
トファミリーの後々の負担や不安が軽減され、留
学生との関わりや、緊急の事態が生じたときに迅
速かつ柔軟な対応が可能となる。
ホストファミリーが留学生を受け入れた際、家
庭では留学生と長期に渡り様々な生活場面を共に
し、留学生の身の回りの生活全般の世話をするこ
とになり、身体的にも相応の負荷がかかる。ま
た、生活だけではなく留学生を通して異なる価値
観や文化にも触れ、時には非常に近い距離で生活
することになる。そのため、人によっては留学生
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のためにかなりの精神的なエネルギーを使い、時
にはストレスがかかる状況に置かれ続けることに
なる。このため、留学生を受け入れる前の段階か
ら様々な準備をしておくことで、ホストファミ
リーが留学生と関わる際の安心感につながる。こ
れにあたり、まず重要になるのが、ホストファミ
リーが留学生を受け入れる上で十分な精神的余裕
があり、家庭の状況が安定しているかという点で
ある。
留学生を受け入れる場合、どうしても留学生に
焦点が当たりがちになるが、ホストファミリーの
方も現在進行形で自分達の人生が展開している。
そのため、子どもの受験や進学などの重要なライ
フイベントを控えている場合は、受け入れに慎重
になる必要がある。また、家庭内で大きなトラブ
ルが生じ、慢性的な問題を抱えている場合も家庭
生活が不安定化しやすく、留学生も居場所を失う
ことになりかねない。これ以外にも、例えば近親
者が亡くなった場合は、最低でも一年は、突然、
落ち込み、抑うつ状態になることが多いため、喪
の作業のために心理的負荷がかからないよう静か
に過ごす時期が必要となる（中井，2004）。もし、
この時期に留学生を受け入れた場合、ホストファ
ミリー側に必要以上に心身共に負担がかかってし
まい、留学生が必要とする情緒的な関わりや、生
活面での世話をすることが難しくなり、留学生が
腰を据えて異文化で生活することが妨げられてし
まう危険性がある。よって、留学生を受け入れる
前に、そもそも自分達が受け入れることが可能か
どうかを検討する必要があろう。家の出来事の渦
中にいると自分の家庭内の状態を客観的に見るこ
とが難しくなるため、不安があれば留学や心理の
専門家と事前に相談しアドバイスを受けることも
有用であろう。
２．留学生のメンタルヘルスに関する知識・心理
教育 
これまで、予防的な観点から、留学生が留学の
初期の段階で自分のストレスへの耐性を高め、メ
ンタルヘルスに関する知識の習得する必要性が指
摘されてきた。（例えば、阪上，2017）。ホスト
ファミリーは、心理の専門家ではなく、日常生活
を営む一般の人々であり、家庭内に何らかの特別
な事情を抱えていない限り、メンタルヘルスに関
する予備知識がない状態で留学生と関わってい
る。いわば、生身の状態で留学生と接していると
いえるが、もし、留学生が心理面で何かしらの困
難を抱え、不調をきたした場合、ホストファミ
リーが戸惑い、混乱し、対応に困ることもありう
る。そのため、受け入れを開始する前に事前に講
習会や勉強会に参加することなどを通して、メン
タルヘルスや、精神疾患、異文化適応に関するあ
る程度の基礎的な知識・理解を持つことは重要で
あろう。以下に、ホストファミリーが理解してお
くと有用と思われる基本的な点を挙げる。
1　異文化状況下においてストレスとなりうる諸
要因
留学生を受け入れるホストファミリーも一様で
はなく、様々な背景を持つ人々がいるが、長期の
海外在住経験がない場合、異文化状況下で生活す
る際の困難やストレスを肌身で感じることは難し
く、留学生の日々の負担があまり分からないた
め、関わりに苦慮することが多い。そのため、異
文化で生活をする際のストレスとなる基本的な要
因と日々かかっている負担を理解・想像できる場
や機会を持つことは、ホストファミリーが留学生
と関わる上での手がかりとなる。また、留学生に
普段、どの程度の負荷がかかっているかを理解・
意識することにより、さらに困難な事態が生じ留
学生に負荷がかかった場合、留学生がどの程度持
ちこたえられるかを予測し、対処する指針にもな
る。
筆者がこれまで学生相談室で会ってきた留学生
を見ると、日常レベルでストレスになりうる基本
的な要因には、大きく次の３つが挙げられる。
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a）言葉：言語は異国の地で生活する上で欠か
せないものであり、語学力があればあるほど、少
なくとも制度面や一般の社会生活に関してはス
ムーズにことが運ぶ。逆に、言葉があまりできな
い場合、生活面で困ることが増える。例えば、日
本語の聴き取り能力があまりない場合、相手が
言っていることや相手から求められていることが
分からず、それに応えられないため、留学生にフ
ラストレーションやストレスが溜まることにな
る。また、日本語で話をしても、母語の訛りが強
く出てしまい、ある言葉を相手に何度言っても通
じず、自分の気持ちが相手に伝わらないことがあ
る。これが一日に何度も続くと、一日の終わりに
は相当な疲れが溜まり、人によっては自分を無価
値だと感じ、自信を失うことになる。
次に日本語の読み書きの学習が留学生に与える
影響が大きい。日本語の文字には、平仮名・カタ
カナ・漢字の三種類がある。漢字もアルファベッ
トを覚えるのとは異なり、多くの形があり、漢字
の組み合わせの法則性を見出すまでにかなりの時
間を要する。これに加えて、漢字には音読み・訓
読みと２通りの読み方があり、それをまた覚える
必要があり、これらを全体で見ると相当な量を覚
えなければならない。筆者が知るある欧州の留学
生は、「日本語は平仮名・カタカナ・漢字の三種
類の文字を覚えないといけない。同じ時間があれ
ば、異なる文字を使用する言語を他に３つマス
ターできる」と漏らしていたが、日本語の学習は
非常に労力のかかるものである。この辺りは、留
学生の母語やその言語体系が、日本語の言語体系
とどれだけ似ているかにより感じる負担に違いが
出てくるであろう。例えば、中国・台湾であれ
ば、漢字文化圏であるため、漢字の学習に関して
はアドバンテージとなるが、逆に非漢字圏の出身
者は多くの苦労があると考えられる。
b）学業・経済的状況：学位取得に限らず、語
学や講義等の学業全般は留学生に一定の負荷をか
け、ストレスになりうる。また、留学生の母国の
政治・経済情勢が不安定で、出身国の通貨価値が
低い場合は、日本での生活も苦しくなることが多
い。生活費を稼ぐために慣れない日本でアルバイ
トをした場合、留学生にかかる負担も相当大きく
なる。
c）日本の習慣・ルール：買い物の仕方や、公
共交通機関の利用の仕方は国によって異なるが、
これらの習慣は暗黙化されていることが多い。受
け入れ国の人にしてみれば、子どもの頃から母
親・父親や、周囲の大人から教えてもらい、自然
と身についていることであっても、その土地で生
まれ育っていない留学生にしてみれば、多くの事
が未知のこととなる。日本での生活を説明するオ
リエンテーションが充実し、周囲に教えてくれる
人がいれば良いが、そうではない場合、日本の
ルールを一人で見つけ出すことになり、かなりの
労力を使うことになる。また、留学生にしてみれ
ば、自分の行動や発言の何がその場に適してい
て、適していないかを常に気にしなければならず
相当な神経を日常的に使うことになり、ここでも
ストレスが溜まり、自己肯定感が下がる可能性が
ある。
以上、ストレスとなる要因について簡単に述べ
たが、このような環境において特に大きな問題を
感じない者もいれば、逆に大きな負担と感じて著
しい困難を抱える者がおり、個人差が相当程度大
きい点に留意する必要がある。
2　異文化適応におけるストレス発現時期
次に、ホストファミリーが、留学生が異文化で
生活するにあたり、ストレスがかかる時期に関す
る客観的な指標や目安を持ち、ストレスがかかっ
た時に留学生が陥る状態に関して、ある程度の知
識を得ることも重要である。これは特に、留学生
が日本での生活に慣れるために強い不安や気負い
を持っている場合、それらに不必要に巻き込まれ
ず、余裕を持って状況を見て、留学生と接するこ
との助けになる。留学生のストレスが発現する時
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期には諸説あるが、例えば、到着直後に抑うつ状
態 に な り、 そ の 後、 徐 々 に 落 ち 着 く（Ward, 
2001）とするものや、逆に異文化で生活を始めた
直後は、全てが目新しく興奮しているためそこま
で落ち込みはないが、徐々に生活に慣れ、現実に
直面すると精神的に負荷がかかるとするものがあ
る（Oberg，1960）。また、筆者の経験では、日
本に慣れ、日本の文化が好きになり、親しい友人
ができたにも関わらず、母国に戻らなければなら
ないために抑うつ的な状態になる者もいた。
ストレスの発現時期やストレスを受けたことに
よる反応に関しては、留学生の性格や日本での対
人関係の質も関係し、一つの型でもって全てを説
明することはできないし、あまり有用ではない。
そのため、理論よりもまずホストファミリーが目
の前にいる個々の留学生の状態を見て、心情を受
け止めることが何よりも重要となる。その上で、
上述したように、留学してきた直後や、帰国前に
喪失感から抑うつ的になることや、留学生が日本
に到着してしばらく経過し、「息切れ」した状態
でストレスが出る可能性があることを知り、留学
生と関わる上での手がかりにすることが重要となる。
3　異文化適応にかかる時間・個人差とホスト
ファミリー
次に異文化適応にかかる時間には相当、個人差
があることを知ることも有用である。一般に異文
化適応に必要な時間・期間は、６ヶ月から２年と
され（阪上，2017）、６ヶ月を１つの単位とした
場合、人によっては、日本への適応が早い人と比
べ、２倍・３倍・最長で４倍の時間が必要になる
ことになる。適応に関してこれだけの「幅」があ
ることは興味深く、今後、留学生の個人的要因・
環境要因等、様々な観点からのさらなる分析が必
要であろう。
ホストファミリーの立場からすると、留学生が
日本の文化を学ぶために日本に来ているのだから
と留学生になるべく日本や日本文化を多く体験し
てもらわなければならないと焦り、日本の言語や
習慣を教えようとしたり、色々な観光名所に連れ
て行ったりすることがある。これは、留学生が日
本の生活を体験的に知ることができる上で貴重な
機会であることには違いないが、その反面、あま
りに短期間のうちに急激に日本文化に触れ過ぎる
と、留学生によっては、心身に不調をきたし、消
化不良を起こしてしまいかねない。さらに悪化す
ると留学生があまり活発でなくなり、ひきこもり
がちになり、ホストファミリーが自分の関わり方
に自信を持てなくなり、混乱することもある。あ
る人が日本の文化やルールを半年で吸収できるこ
とが、別の人では１年から２年かけてゆっくり吸
収して適応していく場合もある。このようにホス
トファミリーが留学生のペースや文化を吸収する
スピードに差があることを知ることで、留学生と
関わる際に余裕を持つことができる。子どもの育
ちや成長も一見、同じに見えるが、子どもにも一
人ひとりの個性があり、早く育ち色々な能力を身
に付ける子どももいれば、逆に時間をかけてゆっ
くりと大きくなり、本人のペースで色々なことを
吸収していく子どももいる。異文化で生活する場
合も、異文化に慣れて、そこで生きていくために
必要な時間や過程も個人によって違いがある。ス
トレスの発現時期や形態と同じように、留学生と
関わる際はあくまでも留学生個人の状態を見た上
で、本人の歩調を尊重し、本人のペースで異文化
に慣れていってもらうことが何よりも求められ
る。また、ホストファミリーが、一方的に留学生
をどこかに連れて行くのではなく、留学生と日本
の滞在中にどのようなことをするかを互いに話し
合う機会を持ったり、一緒に検討する場を持った
りすることを推奨するオリエンテーションも必要
と思われる。
一方、ホストファミリー側に関して言えば、実
際に留学生の受け入れを始めると、留学生の世話
やホストファミリー側の気負い等により心身共に
疲れる状況が出現する場合がある。その際、ホス
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トファミリーが自分達の時間を持ち、自分のプラ
イバシーもある程度守る等の意識的な努力をする
必要がある。気づいたら常に留学生のことを考え
ていたり、イライラしたり、疲れることが多い
と、留学生のことをスタッフや専門家に相談し、
自分に負荷がかかり過ぎず、溜め込まない状態を
作ることが大切である。また、時には留学生の主
体性を尊重し、自分で好きな場所に入ってもらう
など留学生を「適度に」放っておくことも重要で
ある。Winnicott（1953）は、子どもが母親等の
環境にほどよく見守られる中で、自らおもちゃな
どの対象を発見することが移行対象の起源とな
り、それらを支えにして現実や危機的な状況の中
でも生きていけるとしている。留学生も安心感が
あり、自分のペースで生活し、その中で、少しず
つ日本で自分が興味を持てるものを発見して、関
わっていくことが、日本や異文化の環境の中で生
活していく上での糧になると考えられる。言い換
えると、留学生からすれば、ホームステイ先が、
自分が休め、守られる場所であると同時に、自由
に出ていける安全基地として機能することは、ス
トレスの多い異文化で生活する上で必要不可欠な
要素である。また、留学生とどの程度関わるの
か、関わらないのかという距離感に関しては、受
け入れ側と留学生の性格の特徴やパーソナリ
ティーが大きく関わると思われ、双方の相性によ
る所が大きい。そのため、自分自身の性格傾向や
価値観を日頃から考えて、把握しておく必要もあ
ろう。
4　精神疾患と身体症状に関する基礎知識
これまで留学生のストレスとなりうる要因や異
文化適応に必要な時間やそこにおける個人差につ
いて述べてきたが、留学生のストレスがさらに過
剰になった場合、適応障害・抑うつ・双極性障害
等の症状が見られる場合がある。このため、抑う
つや基本的な疾患、並びに疾患のサインに関する
基礎知識を知ることは有用である。ホストファミ
リーは、留学生と食事をし、掃除・洗濯等、身の
回りの世話をする等、留学生の生活の身近な所に
おり、また、学校帰りや一日の疲れが出やすい夕
方から夜の時間帯に留学生と話すため、体の状態
や気分の変化や異変に気付きやすい。
例えば、抑うつの場合、食事をあまり食べなく
なる、睡眠・生活が不規則になる、やる気が減退
し、気分の落ち込みが顕著になる等、日常におけ
る症状や変化に気付くなどの点を知っておくだけ
でも随分と違うであろう。留学生の身近な所にい
ると言えば聞こえは良いが、実際は留学生に近い
位置にいるからこそ、ホストファミリーは留学生
のさまざまな状態を感じ取り、対応に困り、疲れ
てしまうことも少なくない。このため、留学生側
にあまりに気になる症状や状態が多くなった場
合、自分で抱え込み過ぎず、早めに学生相談室や
医療機関に相談したり、つないだりする必要があ
ることを知ることは重要である。このように相談
できる機関があることは、ホストファミリーの自
身の守りにもなる。
また、留学生の精神的な問題は、心理的な葛藤
や精神症状として現れにくく、身体化しやすい
（例えば、Furnham, 1983; Hyun, 2007）。また、
学生の状態からして本来は、精神科にかかる必要
がある者でも、身体症状が前面にでているために
内科を受診してしまう場合もあり、学生が本来抱
えている心理的な要因が関与する問題が発見され
にくい（堀他，2012）。もし、留学生が何度も腹
痛や頭痛、疲労などの症状を訴えてくる場合、背
後に心理的なものや一人では解決することが困難
な複雑な問題・状況が関係している可能性があ
る。そのため、留学生がホストファミリーに身体
的な不調を訴えてくる場合、単に身体の不調と片
付けるのではなく、留学生の体のことを気にかけ
てケアをしつつも、留学生が置かれている全体的
状況や心理状態が安定しているか、何らかのスト
レスがかかっているのではないかと検討すること
は有用である。
甲南大学学生相談室紀要　第25号
32
Ⅳ．ホストファミリーの文化面へのサポート
留学生が日本の家庭に滞在すると、留学生と受
け入れ家族のレベルで接触が生じているが、同時
に双方の「文化レベル」での接触も生じており、
日本のホストファミリーが有している文化面への
サポートも必要である。これまで、留学生が日本
で生活し、対人関係を築く上で、日本の文化にお
いて有効とされるコミュニケーション・スキル
や、ソーシャル・スキルを身に付けることが有効
であるとされてきた（田中・藤原，1992）。しか
し、ホストファミリーにおいても、海外の文化に
触れた経験が少ないと自分が育った母文化の特徴
を意識化することが少なく、それがもとで留学生
との間で様々な弊害が生まれる場合もある。よっ
て、受け入れ側である日本人が自分達の文化やコ
ミュニケーション・スキルを意識化することは、
留学生とコミュニケートし、生活する上で必要で
ある。次にこのことについて述べる。
１．自分の家庭のルール・文化を前面に出す必要
性
まず、留学生を実際に受け入れるにあたり重要
になるのは、留学生が日本の家庭の一般的な生活
や習慣・文化を学ぶことを目的に来ている事実で
ある。留学生と一緒に生活をし、自分達の普段の
ありのままを味わってもらうだけでも、留学生に
とっては十分に意味のある体験・時間となる。つ
まり、なるべく「普通の」生活を送ることに意味
があるといえるが、この点は、日本文化で育った
日本人が行うのは意外と難しい面がある。例え
ば、日本人は文化的にかなり早い段階で場の流れ
や空気を読み、相手の意向に合わせて全体の均衡
を保とうとすることが多く、例えば留学生が食べ
たい物や行きたい場所などを気にするなど、留学
生の意向を気にして合わせ過ぎてしまうことがあ
る。そのため、敢えて自分たちが普段、食べてい
る食事を出し、普段の生活スタイルやリズムで生
活し、それを留学生に体験してもらうことを前面
に出すよう意識的に行う必要もある。相手に合わ
せるのも日本的といえば日本的であるが、もし、
留学生に合わせ過ぎた場合、留学生はいつまでも
「お客さん」の立場になってしまい、日本の一般
家庭の文化を体験する貴重な機会を失ってしまう
ことになる。
また、あまりに相手に合わせる状態が続くと、
受け入れ側が自分の普段の生活や行動パターンを
抑えなければならず、本来の生活リズムが崩れ、
心理的ストレスとなってしまうことになる。そし
て、それがさらに進むと次第に留学生との関係が
息苦しくなり、留学生を疎ましく思ってしまう等
の関係の問題に発展する可能性がある。これが、
例えば、日本人同士で同じ場所に住む場合は、
「お互いに」相手に気を遣い、配慮しあうため、
全体の均衡が保たれ、それぞれの領域や居場所が
守られることになる。しかし、留学生の場合は、
文化的にそのような訓練を受けていないため、日
本人が一方的に相手に気を遣い続けたり、相手の
要望を聞いて永遠と奉仕する形になるなど、偏っ
た状態が生じる危険性がある。このため、自分の
普段のペースやあり方を恐れずに出すことは、ホ
ストファミリーの精神衛生を保ち、留学生の受け
入れを無理なく長続きさせるためにも重要であ
る。
２．異文化・自文化理解とコミュニケーションの
努力
留学生と一緒に生活をする時間が長くなると、
お互いにコミュニケーションを取る機会が増えて
くる。このとき、留学生とホストファミリーがお
互いの母文化において大切にしている点や、それ
ぞれの母文化におけるコミュニケーションの特徴
を考慮しあう必要がある。例えば、日本では、何
か困ったことが生じた場合、相手がこちらのこと
や全体の状況を察し、こちらの希望や要望に気づ
いてくれることを期待して待っていることがあ
る。また、こちらからは、あまり自分の気持ちを
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言葉にせず、遠回しに伝えて相手に動いてもらう
ことを待つこともある。これを留学生との関係で
言えば、留学生が毎回、風呂の電気を消し忘れた
時に、それに気づいてもらうために暗にほのめか
したりすることがあろう。しかし、留学生がいつ
までも経ってもこちらが困っていることに気づか
ず、改善が見られず、ただ時間だけが過ぎ、最後
はそのことを無神経に続ける相手に怒りが爆発す
ることも少なくない。逆に欧米出身の留学生から
すれば、何か問題が生じた場合は、その問題につ
いてまず、相手に思っていることを率直に指摘
し、自分の考えを言葉にし、お互いに話し合いを
する中で理解を深め、問題の解決を図っていく方
向となる。そのため、日本のように話し合いをせ
ず、相手に気付いてもらうまで沈黙を続ける姿勢
は無責任に映ってしまうことになる。このよう
に、互いの文化を理解しなければ、誤解が大きく
なり問題となってしまうこともあり、日常生活に
おいてもお互いが依って立つ文化やコミュニケー
ションのあり方を知ろうとする努力が必要であ
る。
また、留学生の中には、日本が好きで一見、非
言語的なやりとりや、空気を読む能力に優れ、日
本人以上に日本人のような学生がいるが、このよ
うな場合には注意が必要である。最初は問題なく
日本に適応しているように見えても、実際に日本
人との関係が増え始めると自分が周りの日本人と
同じように場が求めていることを察知できずに困
惑し、日本人との関係が上手くいかずに孤立し、
孤独を感じてしまう場合がある。留学生の出身文
化にもよるが、例えばカトリック・プロテスタン
ト系にルーツを持つ留学生の場合、いくら非言語
的なやりとりに優れていると言っても、合理的に
明確に言葉で説明する文化が自分のベースに染み
込んでいることが多い。そのため、同じ日本人と
して扱うのではなく、時として、日本側が一歩踏
み込んで敢えて言葉で明確にこちらの気持ちや考
えを説明し、伝えることで初めて留学生が全体の
状態やこちらの考えを理解できる時がある。これ
は、日本に来て留学生自身が母文化の影響を強く
受けていることを改めて認識した例といえる。
しかし、日本では自分の意見や考えを言明する
ことが文化的にあまり訓練されていないため、突
然、言葉で自分の気持ちやルールを説明すること
を求められても、何を相手に伝えれば良いか分か
らずに困惑することが多い。そのため、何かしら
の練習を事前にする必要があるが、例えば、留学
生に家のルールなどを説明する準備として、事前
に家のルールが「なぜ」作られたかという理由を
英語と日本語で説明する練習を重ねておくこと
で、より物事の因果性がはっきりさせることがで
きる点で有用である。このようにコミュニケー
ションを成立させる上では、ホストファミリー側
も留学生の文化だけではなく、自分自身の文化に
対する理解を深め、それを留学生との関係に反映
する多くの努力が必要になる。
これ以外に、ホストファミリーとアジア系の留
学生との関係にも注意を要する時がある。アジア
系の留学生はその外見から日本人の髪や肌の色に
近く、文化的にも日本と似ている点が多いため、
日本人もついつい親近感を持って接してしまいが
ちとなる。確かにアジアの文化に育った者同士の
場合、互いの価値観を共有しやすく、距離が縮ま
りやすい面がある。しかし、例えば韓国を例にと
ると、欧州の文化圏と比べた場合、日本の食生活
や風習、考え方が日本に近い面があるが、逆に通
底する価値観が相当異なる面もある（呉，1997）。
相手が育った文化に対する配慮や理解しようとす
る姿勢が疎かになると、知らず知らずのうちに相
手に日本と同じあり方や行動様式、考え方を求め
てしまい、一種の同化作用が働いてしまう場合が
ある。そして、留学生が自分の内面の文化を抑圧
して、日本に合わせて精神的に苦しくなり、自分
の文化に基づく意見を主張すると日本側から冷た
い目で見られ、さらに悪化した場合は排除されて
しまう危険性がある。これが逆に、欧米出身の白
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人等であった場合、その外見から日本人は自分達
とは異なる文化や価値観を有する人々として、距
離を置くことで彼・彼女らの文化や場所が認めら
れることが多いが、アジア人の場合は、むしろ心
的距離や対人関係における距離が近づいてしまう
がために、逆に、関係上の障害や困難が生じてし
まう危険性がある。これについては、留学生との
適切な距離感を得るために留学生の出身文化や出
身地域の文化について留学生から直接、話を聞い
て理解を深め、必要があれば留学生と話し合い、
日常生活においてそれらを反映させることも重要
であろう。これ以外にも、受け入れ側が、世界で
広く信仰されている宗教や、各国の文化・風習に
関する基本的な知識を得て、理解を深めること
で、留学生と自分自身の在り様を知る機会を継続
的に持つ必要もある。このように、留学生を受け
入れるにあたり、留学生一人ひとりの個性や性格
と、文化的背景を丁寧に見ていき、お互いが関わ
れる接点を探っていく必要がある。
Ⅴ．総合考察
本論では、受け入れ側であるホストファミリー
に対するサポートについて述べた。しかし、ホス
トファミリーと留学生が実際に一緒に生活をする
中で、お互いの関係性が変わっていったり、両者
の間でトラブルなどの様々なことが起きるため、
これまで述べてきたアプローチだけでは、対応し
きれない事例が多くあり、より複雑で困難な事例
の場合は、より専門性を有する者が関わる必要が
ある。例えば、留学生とホストファミリーの間で
お互いが「合わない」と感じる等の問題が生じた
場合、留学生の個人的な要因や、ホストファミ
リーの家族背景等が関与している可能性がある。
そのため、両者の関係が難しくなりそうな場合
や、関係が硬直した場合は、大学の国際交流関係
のスタッフと学生相談室のスタッフが連携して、
留学生とホストファミリーのそれぞれの背景・訴
えを聴き、必要に応じてホストファミリーを変更
したり、カウンセリング等の個別の関わりをする
必要があろう。この点、学生相談室や心理の専門
家が果たしうる機能や役割については今後、更な
る検討が必要である。
また、これまでホストファミリーに対し、様々
な情報や知識を伝える必要性を指摘してきたが、
これはややもすれば、専門家からホストファミ
リーへの一方向的な情報提供に終始し、ホスト
ファミリー側がただ、情報を聞いて受け入れるだ
けの状態になってしまう危険性がある。ホームス
テイにおいては、日常的に留学生と生活をし、留
学生と関わる主体は、ホストファミリーであるた
め、ホストファミリーが主体的に動き、留学生と
さらに関われる可能性を模索する必要がある。こ
の場合、既に同じ問題や疾患を持つ当事者の家族
のメンバーが小規模のグループで集まって行う心
理 教 育（ 例 え ば、 鈴 木・ 伊 藤，1997； 後 藤，
1998）やピアグループを参考にしたアプローチも
有効である。これらの心理教育においては、その
場をまとめるファシリテーターがいる中で、当事
者の家族が複数、集まり、それぞれの家族が困
り、悩んでいる問題を持ち寄り、話し合いをする
中で、自分の対応を確認し、日常の中での本人と
の関係について考え、本人との関わりに生かすも
のである。
留学生も異なる文化を持ち、様々なストレスと
なりうる要因の中を生きる人々であり、ホスト
ファミリーも多くの面で関わりに苦慮する面が多
い。このため、ホストファミリーが、様々な経験
や困りごとを持ち寄り、グループで話をすること
で、自分の留学生への対応を確認したり、自分と
留学生の関わり方を改めて考えたりする場になる
ことが可能となる。また、他人の留学生との関わ
り方を聴く中で、自分の家にいる留学生と関わる
上での気づきや、逆に自分が困ってきたことと共
通する点を発見することができる。これは普段、
留学生と過ごす時間が長く、関係が知らず知らず
のうちに深くなり、自分の感情や全体を意識化す
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ることが難しくなるホストファミリーの場合はと
りわけ重要である。そのため、ファシリテーター
の見守りがある中で、普段の留学生との関係から
少し距離を置いて、客観的に相手や自分自身につ
いて考える場や時間を持てることは有意義であろ
う。また、ホストファミリー同士で集まり、自分
と似たような状況に直面して悩んでいる人と話を
し、経験を共有することにより、一人で抱えてい
るという孤立感が軽減され、連帯感が生まれ、留
学生と関わる上での希望を持つことも可能とな
る。
また、ファシリテーターとして入るスタッフ
は、これらのグループで話し合われた内容をその
まま終わらせるのではなく、話し合われた内容を
汲み上げて、集約し、受け入れ体制に反映させて
いくことは必要であろう。例えば、ホストファミ
リーが留学生と関わる上で、共通して注意を要す
る点が抽出できる場合や、特定の文化圏からの留
学生に関して共通した配慮が必要とする点がでて
きた場合、それらを大学や別のホストファミリー
が留学生を受け入れる際に伝え、体験を蓄積・循
環させることができる。
最後に、冒頭に述べたように日本における留学
生の数は増加傾向にあり、普段、異文化や外国人
留学生とあまり関わりのない大学教職員や地域社
会の人々も留学生との接点が増え、お互いが関わ
ることは不可避となりつつある。これまで述べて
きたホストファミリーは、自ら進んで留学生を受
け入れている人々であり、海外や異文化に対し興
味があり、留学生に対して比較的オープンな群に
属する人々である。しかし、日常生活において異
文化や留学生とあまり関わりのない人々にとり、
留学生と関わることは皆が必ずしも積極的な関心
を持つとは限らない。実際、留学生と関わると留
学生が日本語が分からなかったり、日本のルール
が通用しなかったりする等の困難な事態が生じ、
対応する側にも精神的に負荷がかかり、エネル
ギーを消耗することが多い。また、留学生の要望
に対し、受け入れ側の現行の制度・体制では対応
できない事態・事案が生じることもあり、そのよ
うな事案への対応に時間がかかったりする等、業
務量の増加につながる可能性がある。このため、
これらの現場の人々が実際に留学生と接する際の
困りごとを汲み取った上で、留学生の理解を促進
する様々なプログラムを作り、時として受け入れ
側の制度面での改変を柔軟に行うことを検討する
ことも必要があろう。留学生を受け入れる上で、
留学生はもちろんのこと受け入れ側への多面的か
つ多層的なサポートは今後より一層求められる。
註
１）直訳は「国際生活における実験」であるが、日本
では「国際生活体験」が定訳である。
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ABSTRACT
On the Psychological and Cultural Support to Japanese Host Families Accepting International 
Students
NISHIURA, Taro
Konan University
The number of international students studying at Japanese universities has been increased 
rapidly since 2008. Therefore, more and more Japanese such as students, academics and 
university officials with little international experience have come into contact with students 
with different cultural backgrounds.
The previous studies indicate the importance of psycho-education on mental health and 
cultural adaptation to the international students, however there are not many studies that 
focus on the psycho-education to the Japanese. In this paper, the psycho-education to the 
Japanese host families that promotes comprehension about the mental health of international 
students and different culture were discussed. In addition, the traits of the Japanese way of 
communication were analyzed and the possibilities of effective communication with Japanese 
and international students were examined.
Key Words : international students in Japan, mental health, Japanese host family, psycho-
education
